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Information 
 

新春講演会・賀詞交歓会が開催されました 
 

平成３０年１月１５日東京都内において、新春講演会ならびに賀詞交歓会を開催、１８０名以上 

の方にご参加いただきました。 

 講演会の冒頭で青木会長は、「今年は４月に無期転換の本格化、９月に労働者派遣法の派遣期間制

限の到来や雇用安定措置、そして、働き方改革関連法案の国会審議など、日本の労働市場が大きく

変わる節目の年となる。業界団体として、社会的使命に真摯に向き合い、さらなる努力をしてまい

ります」と挨拶しました。 

 

 

 

第１部の「『働き方改革の最新動向について』～同一労働同一賃金を中心に～」を厚生労働省 雇

用環境・均等局 有期・短時間労働課長 松永久氏が、第２部の「『派遣・請負事業主導で実現する日

本の雇用の明日』～真の改革を進めるために～」を株式会社ニッチモ代表取締役・立命館大学経営

学部客員教授 海老原嗣生氏が、それぞれ解説をされました。 

 第１部講演では、政府が通常国会（２２日招集）へ提出を予定している、働き方改革関連法案要綱の

解説を行い、長時間労働の是正や、雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保などについて、関連する

法案要綱やポイントを説明されました。第２部講演では、同一労働同一賃金について、欧州の実情を

フランスを例にとって紹介し、「職務と資格が密接に結びついており、職務が異なれば、賃金は異な

る一方で、同一の職務であれば、経験年数が増えても昇給幅は小さい」と、経験により職務内容を

変えながら昇給する日本との違いを指摘。非正規労働者の処遇改善のためには、日欧の違いを踏ま

えた上で、労使協調型かつ業界横断ユニオンの創設等を提言されました。 

どちらの講演も好評を博し、特に第２部講演では、９割以上が満足したと答え、「非常に勉強になった、

もっと聴きたかった」、「日本における未来の姿をしっかりと見ることができた」という回答が寄せら

れました。 

  

 

一般社団法人日本生産技能労務協会 

会長 青木 秀登 

 



 

 

 

 

 

 

賀詞交歓会には、国会議員の先生方をはじめ、行政、関係団体、その他関係各方面から多数の方々に

ご参加いただき、新年の挨拶や今後の見通しなど思い思いに歓談され、新年の集まりにふさわしい和や

かな場となりました。 

 

平成３０年も日本生産技能労務協会ならびに会員企業は、従業員、メーカー、社会から信頼されるべ 

く、誠心誠意努力して参る所存ですので、ご支援を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

一般社団法人 日本生産技能労務協会 事務局 TEL:(03)6721-5361 FAX:(03)6721-5362  

 

厚生労働省 雇用環境・均等局 

有期・短時間労働課長 松永 久氏 

株式会社ニッチモ 代表取締役 

立命館大学経営学部 客員教授 

  海老原 嗣生氏 


